
�  はじめに

　数学Ⅱの図形と方程式で扱われる「中線定理」についていくつかの考察をしてみたいと

思います。

�  定理について
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　△$%&の辺%&の中点を0とすると、次式が成立する。
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�  証明について

　一般的に教科書では、単元の趣旨に合わせて次のような座標軸設定による証明を紹介

しています。

    � � 座標軸設定による証明

　�　

              線分%&の中点を原点2とし、�点$，%，&の座標をそれぞれ� D � E �� �S � � 
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　　　　　　　　　　　　　　　　よって、与式は成立する。W

　 � � 初等幾何的手法による証明

　�

　　� FDVH�  △$%&が鋭角三角形の場合

　　　　　　　　　$　　　�　Ａから線分%&に垂線をおろし、その足を+とする。
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　　　　　　　　　　　　　　　　 �$%  �$+ � �
� �%0 0+

　　　　　　　　　　　　　　　　 �$%  �$+ � �%0 ��%0･0+� �0+ …�

　　　%　　　0　+　　&　　　次に

　　　　　　　　　　　　　　　　 �$&  �$+ � �&+
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    ���より

　 �$% � �$&  � �$+ �� �%0 �� �0+ 　��%0  &0
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　　� FDVH�  △$%&が鈍角三角形の場合
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下、%0  &0を適用すれば� FDVH� と同様。
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       � � 余弦定理を用いる証明
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　　　　　　　　　　　　　　　　　�$0& �とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　△$0&に余弦定理を適用して

　　　　　　　　　　　　　　　　　 �$&  �$0 � �&0 ��$0･&0FRV�…�

　　　　　　　　　　　　　　　　　△$0%に余弦定理を適用して
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�  直角三角形における中線定理について

　　　　　　　　　　　　　　　△$%&が直角三角形のときは中点0は△$%&の外心

　　　　　　　　　　　　　　　になるので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　$0  %0  &0…�

　　　　　　　　　　　　　　　が成り立ちます。ここで中線定理を適用すると
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　となり、ピュタゴラスの定理そのものになります。

�  �点$，%，&が一直線上にある場合

　このときにも中線定理は成立します。以下のように示されます。



　� FDVH� 点$が線分%&上にない場合
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　　よって

　　　　　 �$% � �$&  � �$0 �� �%0    ��%0  &0

　　　　　 �$% � �$&  ��
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　� FDVH� 点$が線分%&上にある場合
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　　この考察からわかることは以下のようになります。

　　　　　　　　　中線定理は、点$の位置によらず成立する

　　

　　表現を変えれば、前提として△$%&の成立がなくとも中線定理は成立するというこ

　　とになります。

�  中線定理から導かれる平行四辺形の性質

　 >$%&'において、辺$%，辺%&，辺&'，辺'$の中点をそれぞれ3，4，5，6と

　するとき以下の性質が導かれます。

　� 性質� 　 �$% � �%& � �&' � �'$  ��
�34 � �45 � �56 � �63
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　� 性質� について

　�$%&に中線定理を適用すると

　 �$% � �%&  ��
�%0 � �$0

　 �$% � �%&  � �%0 �� �$0
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　両辺を�倍して
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�$% � �%&  ��
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　�の左辺は　��
�$% � �%&  �$% � �%& � �&' � �'$

　�の右辺は　中点連結定理より　 �$0  �34 � �%0  �45 � �&0  �56 � �'0  �63 　

　よって� 性質� の等式が成立する。W
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　� 性質� について

　 �$&  �
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　△346に中線定理を適用すると
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　�を�に代入すると� 性質� の等式が得られる。　　　　　　

     � Uこの性質�は一般の四角形$%&'でも成立する

�  終わりに

  私自身がそうだったのですが、この中線定理は教科書に記載されている証明を行ってそ

のまま掘り下げもせずに終わらせていました。しかし今回調べていくことによってなかな

か美しいものを秘めているなと思うのと同時に、初等幾何の貴重さを再認識しました。

粗末な内容ですが、ご参考になれば幸いです。
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